メルコスール首脳共同宣言（2026年6月30日）要旨仮訳
1　地域情勢・域内統合
・ボリビアの人道・政治情勢に深い懸念を表明し、暴力や重要インフラへの攻撃を非難するとともに、憲法秩序及び正統政府への支持を確認した。
・国境統合管理（ACI）の強化、通関円滑化、認定事業者（AEO）制度の活用、国境インフラ整備を推進することで一致した。
・南米両洋横断回廊等を含む物流回廊や交通インフラ整備を進めるとともに、エネルギー、デジタル接続、災害リスク管理等で地域協力を強化する方針を示した。
2　経済・エネルギー・デジタル分野
・地域天然ガス市場の形成、送電連系、再生可能エネルギー、バイオ燃料及び戦略鉱物分野での協力を推進することを確認し、持続可能な航空燃料（SAF）の議論を進めることで一致した。
・域内貿易阻害要因の改善、共通対外関税（AEC）の見直し、関税制度のデジタル化を進める方針を確認した。
・自動車産業及び砂糖・アルコール産業の統合を引き続き検討するとともに、電子認証の相互承認協定への署名、電子商取引における消費者保護の強化、専門職資格の相互承認など、デジタル・サービス分野の統合を推進することを確認した。
・FOCEM（メルコスール構造収斂基金）について、第2フェーズに向けた検討を継続するよう関係機関に指示した。
3　社会・保健・持続可能な発展
・知的財産制度の調和、貿易と持続可能な開発に関する常設枠組みの創設を歓迎した。
・ボリビアの加盟手続の加速を改めて確認した。
・国境保健戦略（2026～2030）の承認及び医薬品・医療技術の域内生産能力強化に向けた協力を支持した。
・パラグアイ議長国下で開催されたメルコスール・ビジネスフォーラム及び女性企業家会合を歓迎した。
4　対外関係
・パラグアイ議長国下で2026年1月17日に署名されたEU・メルコスール連合協定及び暫定貿易協定を高く評価するとともに、同年5月1日の暫定適用開始を歓迎した。
・日メルコスールEPA交渉開始を歓迎し、双方の経済・通商関係を強化する大きな可能性を有するとの認識を共有した。
・UAEとのFTA交渉の早期妥結を目指すことを確認した。
・シンガポールFTAのパラグアイ及びウルグアイでの発効を歓迎するとともに、ブラジル及びアルゼンチンの国内手続の進展を歓迎した。
・EFTAとのFTA、カナダとのFTA、インドとの特恵貿易協定拡大、ベトナムとの特恵貿易協定交渉、トリニダード・トバゴとの関係強化など、対外経済関係の拡大を推進する方針を確認した。
